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ての性質を有し，そのキュリー温度は 600 oc 付近であることを明らかにしている。
第 4 章では，直交流型および並流型磁気フィルタの初期集じん性能を実測し，第 2 章の集じん理論
の妥当性を検証している。
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よって求めた慣性衝突と磁気力の一次結合の式で近似できることを示し 300 0C までの空気温度
に耐えうる集じん方法であることを明らかにしている。
(6) 金網磁気フィルタを用いでじんあいたい積時の捕集効率と圧力損失の経時変化を予測しうる半
実験式を求め，たい積じんあいの簡単な払い落としにより，再びフィルタは初期に近い性能に回復
することを石室めている。
以上のように，本論文は高勾配磁気フィルタの性能予測について多くの知見を得て，高勾配磁気フ
ィルタ実用のための基礎的諸問題を解決したもので，環境工学に寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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